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管理職・教育相談担当者様へ                          2024年5月吉日 

 

 

ＩＣＴを活用したＷＥＢ上でのストレスチェック実施手順書     

 

１ ストレスチェック実施の手順 

（１）事前準備 

①管理者URLにIDとパスワードでログインできるか確認する。 

管理者ＵＲＬ： https://lms.proassist.jp/StressCheck.Admin/   

 I D   ：                               

パスワード ：                               

②ストレスチェックの実施が初めての場合 

・「ビデオコンテンツ閲覧」にある動画を視聴する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ストレスチェック実施が２回目以降の場合 

・生徒のＩＤとパスワードを確認しておく（忘れた生徒への対応）。 
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・昨年度の「年度」と「学年」で検索する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生徒・保護者へ案内文書を配付                月  日（  ）配付予定 

※生徒・保護者の方で研究に情報等を利用してほしくない場合は「千葉大学子どものこころの

発達教育研究センター（メールアドレス：chibarccmd@ML.chiba-u.jp）」まで申し出る。

その際「生徒/.氏名・学校名・学年・クラス・連絡先」を記載する。 

 

（３）ストレスチェックの実施 

①生徒はスマートフォン等を用いて、案内文書に示した２次元コードからログインする。 

《新入生・初めて実施の場合》 

・「初めての方は」へ進む。 

《２回目以降の場合》 

・昨年度使用したＩＤとパスワードでログインする。 

 ・新しい「学年」、「組」に生徒自身で変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:chibarccmd@ML.chiba-u.jp


3 
 

②所定の期間内にＷＥＢ上でストレスチェックを実施する。（所要時間約10分） 

※スマートフォンを持たない生徒については、タブレットやパソコン等を使用する。 

※不登校傾向にある生徒についても自宅で可能な限り実施できるよう努める。  

 

（４）結果の確認 

①「子どものストレスチェックＷＥＢシステム」へ管理者画面からログインする。 

②高ストレス生徒の把握 

・「アンケート結果一覧」→「検索」→「児童・生徒一覧/結果表示」をクリック 
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③アンケート結果をデータ出力し、面談希望者を確認する。 

・対象者を「選択」または「全選択」にチェック→「アンケート結果ＣＳＶ出力」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果一覧のダウンロード（例） 

  

結果一覧のデータは学年ごと 

          

    

 

 

 

 

 

 

 

④個々のフィードバックシートを印刷する場合 

・対象者を「選択」または「全選択」にチェック→「フィードバックシート印刷」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒一人一人の 

回答データを確認する。 

・悩んでいるか 

・悩みは何か 

・相談希望の有無 
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 ※生徒はストレスチェック後、「マイページ」よりフィードバックシートを自分で確認できる。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤質問項目を確認する場合 

 ・「アンケート内容確認」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問項目について】 

『PSI（Public Health Research Foundation Type Stress Inventory）パブリックヘルスリサーチ 

センター版 ストレス インベントリー』高校生用（著者：坂野他）並びに悩みの種類、希望する 

相談先、ネット依存に関する質問、ＰＨＱ４を用いる。 

 

 

 

 

 

 

（参考）フィードバックシートの見方と活用 

教職員用 https://youtu.be/K_JqrIdEXhY 

生徒用  https://youtu.be/LHEBi0UR6AU 

 

・E-ラーニング 

「高校生のストレスチェックと対応法」 

https://www.youtube.com/watch?v=liWYncvIRpM 

 

https://youtu.be/K_JqrIdEXhY
https://youtu.be/LHEBi0UR6AU
https://www.youtube.com/watch?v=liWYncvIRpM
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（５）事後措置 

①生徒フィードバックの実施 

教育相談コーディネーターは、高ストレス状態の生徒について、担任や養護教諭等を通じて、結

果を当該生徒にフィードバックし、ストレスへの気づきを促す。 

 

②校内教育相談部会等で、高ストレスの生徒などの情報共有と支援方法を検討する。 

  ■実施後の支援方法 e-learning動画   https://youtu.be/liWYncvIRpM 

 

③必要に応じて、ＳＣ、ＳＳＷ、医師によるコンサルテーションを実施 

医療機関につなげるなどの支援策についても話し合っていく環境を整える。 

 

 

実施の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 生徒のストレス対処法 

５分間認知行動療法 

「ぽじれん」「ここれん」 

「リラクゼーション」 

「マインドフルネス」 

④ 保健体育授業「心身の相関とストレス」「精神疾患の予防と回復」での活用 

① 教育相談の実施 

② 高ストレス生徒への対応 

「メンタルヘルス・ファーストエイド 

りはあさる」「問題解決法 RIBEYE」 

→E-learing動画 

③ 専門家（精神科医）による 

コンサルテーション 

先生の対応例 生徒自身の対応例 

https://youtu.be/liWYncvIRpM
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２ その他 

（１）ストレスチェックシステムは以下のような確認ができる。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「マスタ登録」：生徒や保護者の情報、修正 

② 「結果閲覧」 ：アンケート結果、集計 

③ 「ビデオコンテンツ閲覧」：アンケートの操作動画、レーダーチャートの見方 

               対応法を紹介 

④ 「設定等」：管理者情報、子ども向け申込画面 

 

 

 

（２）ストレスチェックは、各学期に１回の実施を基本とする（年間の実施回数の上限は３回）。 

（３） 全日制の課程と定時制の課程が共に置かれている学校について 

 「集計において、全日制の生徒と、定時制の生徒の区別ができていない」との御指摘がありました。

確認したところ、この現象は、全日制と定時制のクラスが同じ場合  （１年Ａ組は全日制も定時制

も存在する等）に起こるとのことです。 

  このような場合、全日制を「１組」定時制を「１１組」と入力するなど、各学校で  約束事を決

めて御対応ください。 

  なお、Ａ組→１組 Ｂ組→２組など組は数字で入力してください。 

 

 

 

 

 

 


